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辻 昌　宏
　あるところで丸谷才一氏が，長らく日本の学者は，T・S．エリオットの妻が精神病であることを
知らなかった，という意味のことを書いていた。イギリスの文壇の連中は全員が知っているのに，
礼儀の上から，そのことに触れる者がなかったので，海を隔てた極東の学者には，それを知る術が
無かったということであろう（『遊び時間2』大和書房）。さかのぼれば，『ジェイン・エア』を書
いたカラー・ベルことシャーロット・ブロンテは，何も知らずに，狂人の妻の出てくるこの小説を，
サッカレに捧げてしまったのである。彼の妻も精神を病んでおり，それは周知の事実であったから
この献呈はサッカレを大いに当惑させたのだが，ヨークシャーのソーントンという田舎に住んでい
た少女がロンドンの文壇事情に疎いのもまた無理からぬことではあったのだ。
　現代の日本では，英米とそれほど変わらずに洋書が手に入る。雑誌はもちろんのこと，単行本で
も，中には，一月と遅れぬものもある。しかし，書かれないことは，知りようがない。詩人や詩の
出版事情についても，なかなか断片的なことしかわからない。強いてあげれば，いくつかの派とど
こにも属さぬ孤高の詩人とに分かれるのだろうという当たり前の推測にたどりつくが，おのおのの
派がどういう事情により，派をなしているのか，派をなしているとすればそれはどの程度ゆるやか
な結びつきなのか。こういったことは内部のものでなければ，分かりにくい面を持っている。っま
り，自発的に旗挙げし，マニフェストでも出していれば話は簡単であるが，当人たちは一向にまと
まった行動をしていないのに，ジャーナリズムが勝手にレッテルを貼り付ける場合もあるからだ。
　そこで，現代のイギリスの詩人たちの傾向の色分けと，出版事情について御紹介しようというわ
けだが，見取り図の元となるのはマーチン・ブースのBritish　Poetry　1964　to　1984’1）riving
througle　the　barricades（Routledge　and　Kegan　Paul，1985）である。この本は彼自身が述べて
いるように，独断と偏見に満ちた本であり，かなり毒のある本と見受けられるが，教科書的に公平
な態度を取っているものより面白いし，歯に衣着せずに載断しているのが僕のような木も見慣れず
森も見慣れずという者にとっては，ある意味でわかりやすいのだ。ところどころ類書との比較もま
じえて簡単な見取り図が書ければよいと思う。
　まず，ブースの基本的立場から説明しておいた方が良いだろう。彼は，自身が詩人であり，小説
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も書き，『現代英米詩選』といった本の編者になったり，現代詩を出す小出版社を経営したりと現
代詩にあらゆる角度から関わっている人である。現代，特に1980年代のイギリス詩に対しては，は
っきりと不満を表明している。というのも，彼は，詩が人々の要求から遊離したものであってはな
らず，詩は人々から理解されればされるほど，良い詩であるという考えを持っているからだ。彼に
よれば，読者と詩入が遊離していなかったのは，チョーサーの時代，シェイクスピアの時代（ただ
し詩劇が中心），そこから飛んで第一次世界大戦の戦争詩人の時と，1960年代後半から1970年代前
半にかけて，ということになる。特に，最後にあげた60年代後半から70年代前半の状態が，彼にと
っては詩をとりまくあるべき姿であり，それは具体的には，当時活躍したポップ詩人やビートルズ
の出たリヴァプール出身の詩人たちの詩や，詩の朗読会のありかたをよしとしている。この時代に
ポップ詩人が活躍していたことは間違いないのだが，それに対する評価となると，例えば，アント
ニー・スウェイトなどは現在ではかなり懐疑的である（・Poetry　Today：ACritical　Guide　to　Brit－
ish　Poetry　1960～1984，　Longman，1985）。
　ブースにとっては，今，80年代の後半は60年代後半から70年代前半の状態から隔たっているから
いけないということになるのである。彼が理想とするその時代の様相を紹介する前に，彼のイギリ
ス詩に関する現状分析に耳を傾けよう。
　現代の詩人にとって成功とは何か，と．いう問いをブースは発する（British　Poetry　1964　to
1984，p．12）。詩集の売上，名声，朗読会の入り，「しかるべき」雑誌での批評，詩集以外のメディ
ア（例えば，雑誌，ラジオなど）や主な詩華選に入ること，というのが取り敢えずの答えだろう。
しかし，本当にこれらの成功はどれほどの実体をともなっているのか，とさらに問う。テッド・ヒ
ューズやシェイマス・ヒーニー，フィリップ・ラーキンといった超大物を除けば，1000部を超えて
売れる詩人はめったにいない。ロンドンの大手の出版社も初刷は1000部することは稀で，めったに
重刷もしない。アントニー・スウェイトのPoetry　Toda夕：ACritical　Guide　to　British　Poetry
1960～1980（Longman，1985）によれば，750か800部というところらしい（132ページ）。　Poetry
Book　Societyが一年に選ぶ推薦書の四冊のなかに入るとそれが約2000部にはねあがるというので
ある。それでも，どうということのない小説にも遠く及ばないのだ。だから，本の売上を成功と見
倣すのには無理があろう。
　では名声はどうか。知名度というのは，芸術的な達成度とは関係なく，どのような書評がrタイ
ムズ文芸付録』，『ニュー・ステイツマン』，『スタンド』，『ポエトリー・レヴュー』などに載るかに
かかっているという。これらは主としてインテリ層の読むものであり，大衆レベルで有名かどうか
は，もっと違った要素が関わるのだ。例えば，アンドルー・モウションのように，テレビがスポン
サーになった詩の賞を取る。あるいは，日本にもなじみの深いジェイムズ・カーカップの場合は，
1970年代半ばにイエス・キリストがホモセクシュアルであるという詩を書き，それが裁判ざたにな
ることによって一一一一・ere有名になってしまったということがある。あるいはまた，　D．　M．トマスのよう
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に，小説『ホワイト・ホテル』の大成功により，詩人としても有名になってしまうこともあるのだ
（British　Poetry　1964　to　1984，　P．13）。
　朗読会というのも，聴衆は名声に魅かれてやってくるのだから，成功への鍵というよりも，成功
したことの結果にすぎない。
　専門誌にのる批評の記事も成功にはつながらないという。なぜなら，批評家の多くは自分の友人
の作品しか書評しないからだ。それに小説の場合と違い，書評が読者の食指をそそり売上を伸ばす
ことはほとんどないのだ。
　雑誌に自分の詩が載ることは，成功と少しは関係があるという。ただし，後で述べるように，雑
誌の傾向によって載る詩・詩人は限られてしまう。定期講読者の気に入りそうな詩だけが編集者に
よって選ばれるのだ。でないと，定期講読者にそっぽをむかれてしまうのである。
　不思議なことに，詩華選がしばしば成功をもたらすのだ。詩華選は読者も多いし，詩人の最良の
部分がとられている。つまり詩作のほんの一部で，時には，二，三の詩によって名声を得ている詩
人もいるのだ。
　しかし，ブースは真の成功とは，人類全体に訴えかける芸術的な成功にあるという。選ばれた人
にしか判らない詩ではなく，民衆に理解され，彼等の要求を充たす詩でなければならないというの
だ。この点については，僕としては，意見を同じくしないが，このように自分の立場を明言した上
で，他人の是非を断言するのは，フェアであると思うし，意見を異にする時でも，全く不快ではな
い。例えば，彼は，詩は理解されれば理解されるほどよい詩だという（20ページ）。しかし，理解
という時に彼は常識的な線にそって暗黙のうちに理解の意味を狭めている。つまり，いわゆる内容
が，感情に訴えることを核と見倣している。だから，ある詩人が究極の詩はピリオドだけの詩だ，
という時，ブースには悪い冗談としか受け取れないのである。僕にとっては，ヒ゜リオドだけの詩，
といった時に思い浮かぶのは，ダダイスト，デュシャンのr泉』，あるいは，音楽家ケージのr4分
33秒』である。前者は，工場生産の便器を寝かせただけのものだし，後者は，ピアニストがピアノ
の蓋を開けて曲が始まり，何も演奏せず，蓋を閉じると終わるというものだ。今でも，こういった
類のことをやれば，怒りだす人がいるだろう。僕は，そういった「作品」は，詩や美術や楽曲とは
こういったものだという眼に見えない，意識されることのなかった前提を暴露している点で，知的
刺激に満ちた面白いものだと思うが，くだらんと考える人が多いのも十分うなづける。
　ただし，ブースは，詩の範躊に関してはそうかたくなではなく，コンクリート・ポエトリ（活字
の大小・配列・彩色などに意匠を凝らした詩）やサウンド・ポエトリを認め，主題に関しても，恋
愛詩だけでなく，SFポエトリとか，ポップ・ポエトリやパンク・ポエトリをも認めている。
　ブースは60年代の詩のブームの原因の一つとして，誰でも詩が書けるのだという意識の広まりを
あげている。ロマン派的な美学では，特別の才能を持った人だけが詩人になれると考えがちである
が，社会構造や教育制度の変化にともなって誰でも詩が書けるようになったというのである。例え
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ば，詩の教育は，60年代前半に変化の兆しを見せた。Robert　Druce等の手によって，それまでの
有名な詩の暗記にかわって，生徒による詩作が試みられるようになった。60年代後半には，詩人の
John　MoatとJohn　Fairfaxがこの線に沿って仕事を押し進めた。彼等は，正規の学校教育から
独立して，五日間の詩作のコースを開いて，目覚ましい結果をもたらした。二人は71年には，アー
ヴォン財団を設立する。財団はブリテン島の西南端に近いデヴォンの田舎に11世紀の農家を購入し，
前述のような，主としてティーンエイジャーのための詩作入門の五日間のコースを開き続けたので
ある（British　Poetry　1964　to　1984，　PP．24～29）。
　思い返せば，60年代は，第二次大戦の影が薄れ，テレビが普及し，大学が拡張され，ペイパーバ
ックのブームがおこり，写真が洗練されたものとなり，広告が派手な色彩をもたらした時代である。
詩のみならず，音楽も，特別な才能・教育・訓練なしに誰もが歌え，作曲できるものとなった。ア
メリカでは既に50年代からエルビス・プレスリーがロックン・ロールを歌いはじめていた。彼はも
とはトラックの運転手であり，プレスリーによって労働者階級の音楽が産まれたとブースは見てい
る。それを受けて，イギリスではクリフ・リチャードが1959年にベスト・セラーの歌手となる。
1963年まで，ロックン・ロールがおおはやりに流行る。その後に来るのが，ビートルズで1964年以
降かれらは詩の世界にも影響力を持つようになる。つまり，新しいポップ・カルチャーが産まれた
のである。60年代は戦争の厳しい時代から，自由の時代，豊かな時代への移行が見られたし，高度
経済成長の時代でもあり，ビートルズとともに，ビキニ，ミニスカート，ファースト・フード，プ
ラスティック製品といったものも出現した。詩においては，かっちりとした形式が疎まれ，ブラン
ク・バースや自由詩が盛んになり，題材はありとあらゆるものに及んだという。それを音楽シーン
で代表するのがボブ・ディランであったのだ。
　1960年以前は，詩の流通はロンドンの出版者と，二，三の文学雑誌の手に握られていた。そも
そも文学雑誌自体が文学関係者を読者としており，大雑把にいってもインテリ向けのものだった
（British　Poetry　1964　to　1984，　p．35）。しかし50年代を通じて変化の兆しが見えてきた。それは
小出版の出現である。もともと印刷というのはコストが高かったし，詩集は数百部単位でしか売れ
ない。例えば二千部というのは有名な詩人でなければ捌ききれないが，小説なら大したことはない
部数である。というわけで，詩集に手を出す出版社は少なかったのだ。
　ところが，50年代に小出版社がこの分野に進出する。その最大の原因は印刷費の低下である。60
年代前半までは，凸版（活版）印刷しなかった。つまり，植字工が一字一字，活字をひろわねばな
らなかったので，手間も費用もかかったのである。そこへ技術革新がおこりオフセット印刷（平版
印刷の一一Pt。版面をいったんゴムブランケットに転写したのち印刷する間接印刷法。）の機械が出
現する。また，それまでは劣悪な複写しかできなかったコピーの機械も性能が向上し，タイプライ
ターで打ったものをコピーして詩集をつくってもまあまあの仕上がりが得られるようになった。こ
うして熟練工でなくとも素人同然の人が詩集を印刷することが可能になり，60年代後半には雨後の
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筍のように小出版社が出現するのである。
　いよいよ具体的な社名を挙げよう。Howard　Sergeantの設立したOutposts　Publishingは年に
20から40の薄いブックレットを出している。60年代にはAllan　Sillitoe，　Harry　Guest（1966～72
年に横浜国立大学の教師を勤め，The　Penguin　Boo々（）f　Post－War　JaPanese　Poetry（1972）の
共訳者である。），Ruth　Fainlight（アメリカ出身，シリトーの妻。），　D．　M．　Thomas（小説『ホワ
イト・ホテル』の著者。）などの最初の詩集を出版している。この社の雑誌Ouipostsは1956年設
立であるが・この雑誌にはKingsley　Amis，　Muriel　Spark，　Vernon　Scannell，　Elizabeth　Jennings
の初期の詩が掲載されたのである。Sergeantは新人やまだ名声の確立していない人の作品を中心
に出版した。母体となった雑誌は今もイギリスの詩壇で中心の一角を占めている。
　小出版社のなかには，編集ばかりでなく印刷も一一人でこなしてしまう，たった一人の出版社があ
る。代表的なものにはRoy　LewisのKeepsake　Press，　Alan　TarlingのPoet＆Printer　Press，
John　CottonのPriapus　Press等がある。
　Roy　Lewisはタイムズに勤めながら，現代詩を1958年から出しはじめた。1981年までに100冊を
出版するが，そのほとんど全てを彼は庭の納屋かガレージで自身で活版印刷で組んで刷ったのであ
る。Peter　Porterの作を最初に印刷したのは彼である。
　Alan　TarlingもLewisと同様に，全くの新人ではなくて，小雑誌では名が知られているが名
声の確立されたとは言えない詩人の作品をブックレットで発行した。
　校長をしていたJohn　Cottonは自らも詩人で，・」・出版社の出版者兼・」・雑誌の編集者として名声
を得た。Cottonが出版した詩人には，　D・M．　Thomas，　Peter　Redgrove，　George　Szirtes（48年ハ
ンガリー生まれだが，56年のハンガリー暴動を機にイギリスに一家が移住した）などがいる。
　これらの小出版社に共通するのは，大出版社は出しそうもないが，自分が良い詩人と思う人のも
のを出そうという意欲である。1975年にはイギリスには200以上の小出版社があったという。
　数多くの小出版社の中には，金のために，へぼ詩人の自費出版を引き受けるところもあり，そこ
には，ある程度のいかがわしさもつきまとっているようである。
　もちろん，そういったことと無関係にマイペースで本を出しているところもある。例えば，詩人
Peter　ScuphamのMandeville　Pressはたった数人の詩人しか出版しないし，詩人でオックスジォ
ードで教鞭をとるジョン・フラーが設立したSycamore　Pressは目立たないがAuden，　Redgrove，
Larkinを含む詩人を着々と出している。　Jim　VollmarのGreylag　Pressは出版点数は少ないが
回転率は良いようである。
　ブースによれば，小出版社は自らそう名乗ることを良しとしたものであるが，小出版社と呼ばれ
るための条件を幾つかあげている。
　1．薄い本を発行している。
　2．　資本的な支えが小さい。
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　3．　出版点数が少なく，一点につき発行部数が少ない。たとえば，一点につき150部以下しか刷
　　っていない。
　4．小さな印刷機，少数の印刷工しかいない。
　5．　売上が小さい。
　6．　販売網が小さい。
　しかし・」・出版社はいつまでも，小出版社でいるとはかぎらず，例えばEnitharmon　Pressのよう
に大手になる場合もある。重要な作品を出版して社の評価を高めたり，有名な人を出版して売上を
伸ばしたりしてそうなっていく。Enitharmon　Pressは1969年にAlan　Cloddが他に職を持ちつつ
始めた・」・出版社であるが，売上を徐々に伸ばしたり，Arts　Council　of　Great　Britain（英国芸術協
議会，日本の文化庁に相当する一註1）の補助金をもらいながら，評価を得ていく。John　Heath－
Stubbsの傑作Artoriusを出したり，当時無視されていたシュールレアリズムの詩人David　Gas－
coyneのノburnalsを出版して再評価の気運をつくったり，75年に亡くなったFrances　Bellerby
の詩集も二冊出している。Enitharmon　Pressに続くところがどれほどあるかに，イギリス詩の
未来もかかっていると，ブースは言う。有望なところとして三つあげられているのは，Bloodaxe
Books（1978年設立），　Ceolfrith　Press（1970年設立），　Harry　ChambersのPeterloo　Pressであ
る。Chambersは1972年から編集の仕事をしていたが，独立した編集者／出版者になったのは1976
年からで，Arts　Councilのおかげで赤字を埋めてきた。
　Ceolfrith　Pressも最初からNorthern　Arts，　Arts　Council，　Borough　of　Sunderiandの援助に
頼ってきた。出版点数は70以上にのぼり，その中には，R．　S．　Thomas，　Glyn　Hughes，　Richard
Kell（アイルランド出身の詩人）などがいる。
　より具体的に数字がわかるものとして，Bloodaxe　BooksのNeil　Astleyによる経済的援助の報
告があるので転載しよう（British　Poetry　1964　to　1984，　PP．47～48）。
1979～80
1980～81
1981～82
1982～83
Northern　Arts　1000ポンド＋250ポンドBasil　Bunting（エズラ・パウンドの弟
子）のLPレコード製作助成金
Northern　Arts　1000ポンド，　Welsh　Arts　Council　500ポンド（Nigel　Wellsの
本に対して），West　Midland　Arts　500ポンド（Tony　Fllynの本に対して）
Northern　Arts　1000ポンド，　Arts　Council　of　Northen　lreland　400ポンド（Tom
Paulin／Noel　Connorの本）
Northern　Arts　10，000ポンド
　ここにしばしば出てくるNorthern　Artsはイングランド北部での援助活動をArts　Councilか
ら委任された組織である。もちろん運営は補助金だけでなく売上によってささえられているわけだ
が，この間にBloodaxe　Booksの出版したものは，
　　1978　　　パンフレット1冊
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1979
1980
1981
1982
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パンフレット4冊
本6冊，LPレコード1点，
本1冊，パンフレット4冊，パンフレットー冊重刷
本10冊，パンフレット5冊，パンフレットー冊重刷（現在，企画中のものあり）
　これらの資料からも，小出版社が仕事の売上を伸ばし規模を広げるのがいかに困難かはお分かり
いただけよう。
　この小出版社の群から抜け出し，ロンドンの大手の仲間入りしたものの一つがCarcanet　Press
である。Carcanet　Pressがオクスフォードで設立されたのは1968年のことで，設立者は，メキシ
コ出身の詩人・批評家のMichael　Schmidt（1947～）である。彼はハーヴァードを出てケンブリッ
ジに学びにきてその地に64年頃創刊されすでに死に体になっていた文芸雑誌の編集に関わっていく。
二年後，他の編集者とともに8冊のパンフレットを出し，各600部を売りさばく。それは1968年の
ことで，小出版社のブームが始まった年であった。Carcanet　Pressは今日Carcanet　New　Press
と名を変えているが，詩集や詩関係の本，回想録，過去の詩人の再版，翻訳などを扱っている。何
度か経営の危機が訪れ破産の渕にまで追い込まれたが，Arts　Councilの援助で窮地をのりきった
のである。
　ブースによれば，Schmidtはタイミングが良かった（Brilish　Poetry　1964　to　1984，　P，50）。詩
が隆盛で，大手出版社はこのころ採算重視の姿勢をとり，詩関係を縮小したり撤退したりしていた
のだ。Carcanet　Pressは今日までに400点以上を出版し，その中には賞をもらったものもあるし，
今世紀の最も無視された詩人，Edmund　Blunden（日本で教鞭をとったのは1924～27年および1947
～50年），Edgell　Rickword（詩人・批評家でWar　Poetsの一入，乙の・磁漉ωの編集をした），
Charlotte　Mew（女流詩人・短編作家）などを掘り起こしているのはよいが，凡庸な詩人も出版し
ており，不揃いであるというのが，ブースには不満らしいが，それは仕方あるまい。Schmidtは出
版だけでなく，批評書British　Poetry　since　1970（1980）などを通じて，イギリス詩の行方を左
右しかねない力を持つ人間の一人になっているようだ。
　大きくなろうとはしない小出版社もある。例えば，Pe㌻er　Jayが設立・経営するAnvil　Pressで
ある。彼はNew　Measureという詩専門の雑誌を1965年から1969年まで10号発行し，これを基礎に，
1968年Anvil　Pressを設立している。彼も他のどこも出しそうにない詩人で彼が良いと思う詩人の
作品を出している。
　もう一つそのような志をもった小出版社をあげよう。Rivelin　Pressで経営はDavid　Tipton。
この社は他社の出さない翻訳や，Jeff　Nuttall（ポップ詩人の一人，ジャズ・バンドを率いて自作自
演した）等を，ほとんどが1．50ポンドを超えない廉価で販売している。
　また，Fuller　d’Arch　Smithという小出版社は，1960年代後半に，　Timothy　d’Arch　Smithと
Jean　Overton　Fuller（詩人・伝記作家）が設立した会社で，詩人ばかりでなく，クリケット選手
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の本なども出している。他には，Susan　Musgrave（カナダ出身の女流詩人），　Peter　Redgrove
（The　Group派の一人）と女流詩人のPenelope　Shuttle夫妻の共著や，　George　MacBeth，　Ho・
ward　Seargeant（43年に詩の雑誌Outpostsを創刊）などの作品を出版している。
　Scorpion　Pressは小出版社のブームの訪れる前の1950年代終わりに出現した。　The　Group派の
George　MacBethやPeter　Porterはこの社からの出版を通じて名声を得た。他にChristopher
Logue（ブレヒトやチリのネルーダの影響を受けた左翼詩人），　David　Gascoyne，後に小説家とし
て名をなすRobert　Nye等の作品を手がけた。この社も仕上がりの良い本を1960年代後半でさえ
1ポンド以下に抑えていた。
　Fulcrum　Pressは詩人兼医者Stuart　Montgomeryが1960年代の半ばに設立したものだが，60
年代の終わりには多くの本を出していた。この社は長い間無視されていたBasil　Bunting（パウン
ドの弟子で，アメリカの若い詩人達には知られていた）の名声を確立した。他にChristopher
Middleton（シュールレアリズムやコンクリート・ポエムの手法を取り入れる），ロック詩人となる
Pete　Brown，　Roy　Fisher（W・C・Williamsの影響を受ける。‘jazz　poetry’を書く。），　Lee　Harwood
（ダダイズムやシュールレアリズムの手法を取り入れる）等の作品を出す。さらに，アメリカの新
しい詩一Allen　Ginsbergを初めとしてGary　Snyder，　Ed（ward）Dorn（アメリカ西部を歌う）
等一を出版している点でも貴重である。Menard　PressはAnthony　Rudolfがケンブリッジの
学生であったころ1960年代半ばに始めた。彼自身が翻訳家でもあることから翻訳の出版に熱心であ
るが，イギリス詩も無視しているわけではない。Nicki　Jackowska（女流詩人，　Peter　Redgrove
の影響を受ける）を本の形で初めて出版したし，無視されていたGeorge　Buchanan（北アイルラ
ンド出身の小説家・詩人）を再び世に出した。1980年以来，反核・平和運動の書物が増え，詩関係
の書物が減っている。
　Writers’Forumは1963年にBob　Cobbingが設立し，　concrete　poemの拠点となっている出
版社だ。‘concrete　poem’の唱導者であるCobbing自身の詩をはじめ，　Jeff　Nuttall（pop　poets
の一人）の最初の本，Lee　Harwood等の作品を出版している。
　Northern　Houseはリーズ大学の英文科から発足したが，今は雑誌Standの共同経営者によっ
て運営されている。Jon　Silkin（Standの編集者，詩人・批評家），　Roy　Fisher，　Ted　Walker，　Ken
Smith（環境および自然と人間の厳しい関係をうたう），　Sorley　Maclean（ゲール語を用いて書く
詩人），Tony　Harrison（労働者階級出身の詩人，ラシーヌやモリエールの翻案がある），　Geoffrey
Hillなどがある。
　Blackstaff　Pressは北アイルランドのベルファーストに1971年に設立され，　Arts　Council　for
Northern　lrelandの援助を受けている。やはり北アイルランドの詩人を中心に出版しており，　Me・
dbh　McGuckian（1950年ベルファースト生まれの女流詩人）のような若い詩人ばかりでなく，John
Hewittのように時とともに表舞台から追いやられた人の作品も出版している。その他にBlackstaff
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は「民衆」の詩，すなわち港湾労働者の詩を出して健闘している。
　こうして様々な小出版社が独自の出版活動を展開していたのだが，ある時期からその活動は停滞
してしまう。では，小出版社はどうして，すたれてしまったのだろうか。答えは複雑であるが，い
くつかの問題点を指摘してみよう。
　まず，一人で経営していること。つまり，設立者の芸術に対する興味から始まった場合が多く，
ビジネスとしてみなしていなかった場合が多いのだ。そのため，宣伝，販売網，企画などで蹟くこ
とがある。逆に自分たちの活動をビジネスと考えるものはそれらをうまくこなして生き残っている。
　小出版社が店を閉じた理由は様々である。たとえば，Second　AeonはパトロンのCyril　Hodges
が亡くなり，編集者のPeter　FinchがWelsh　Arts　Councilに関わる職に就いたので，　Welsh
Arts　Counci1から援助を受けにくくなったことが主な原因だ。
　Asa　BenvenisteのTrigram　Pressは出版者が詩に飽きたので止めてしまった。
　Fulcrum　PressはStuart　Montogomeryが経営していたが，経済的個入的困難のため廃業した。
Montogomeryは医者であったから，その上編集その他の仕事をするのは大変だったのである。
　John　Digbyの経営するDigby　Pressはたった一冊の本を出版しただけだ。　Alan　Brownjohn
（The　Group派の．一人）の最初の本‘The　Railings’を出版して消えてしまった。
　小出版社の文字通りのワンマン経営・編集者は，医者であったり，校長であったり，教師，大学
講師，ジャーナリスト，詩人やもの書き，郵便配達人，コンピューターシステム・アナリスト，バ
スの運転手，学生，看護婦，植字工と様々である。
　彼等の抱える経営上の問題は，印刷費，材料費の値上がり（紙の値段は1972年と1980年の問に
600パーセント上昇したというから驚きだ），郵便費の値上がり，漸減する読者数などである。
　Ian　Robinsonは1968年にはロンドンの芸術大学の講師であったが，1969年11月に雑誌Oasisを
創刊した。学生時代に専門の書店でみた前衛雑誌に刺激をうけたのである。彼の印刷も成功とは言
えなかったが，まだましな方だったので，雑誌は軌道に乗る。その雑誌をもとにOasis　Booksを
発刊し成功する。彼はついていた。彼の勤めていた学校が紙の代金を払ってくれ，印刷機械も供与
してくれた。こういうことは，イギリスでは稀なことなのだとブースは言う（British　Poetry　1964
to　1984，　p．　58）。　Oasis　Booksは大手の新聞・雑誌だけでなく小出版社の雑誌にも好意的な書評が
載ったので売上げが伸びた。その他，詩人が朗読会で，自ら本を売り捌いたりもしたのだ。また彼
は小出版社の集まりである独立出版社流通機構という組織をつくったが，うまく機能するかどうか
はこれからである。
1964年には，10年後の1974年よりも，はるかに多くの出版社が詩の本を発売していた。この詩の
67 一人文科学論集一 （62）
ブームの間に大手出版社による詩の部門へのてこいれは殆どなされなかった。問題の一つは，かな
り最近まで，出版という事業がビジネスというより，紳士の一種の娯楽と見倣されていたことにあ
る。特に，採算のとれない詩の出版などは，「慈善」事業のようなものとされていた。振り返って
見れば，1935年にAllen　LaneがPenguin　Booksというpaperbacksの叢書を創刊するまで，
本は大衆に手のでるものではなかったのだ。
　詩を扱ってきた大手の出版社は，Macmillan，　Faber＆Faber，　J．　M．　Dent，　Routledge＆Kegan
Paul，　Oxford　University　Pressである。このうち，　Faberが最も大きく質も高いとブースは判定
を下している（British　Poetry　1964　to　1984，　P．60）。
　Faberは，　Walter　de　la　Mare，　T・S・Eliot，　W．　H．　Audenとの繋がりが深く，1960年代には新
しい詩人をも取り入れた。Ted　Hugues，　Sylvia　Plath，　Thom　Gunn（The　Movement派の一人
だが，サンフランシスコに移住）といった面々である。1966年にはSeamus　Heaney（北アイルラ
ンド出身，1975年アイルランド共和国に移住）を一員に加えた。
　これに較べると他は地味である。J・M・DentにはDylan　Thomasがいたし，　Routledge＆Ke－
gan　Pau1にはPeter　Redgroveがいるが，　Redgroveは1970年代の後半まで売れる詩人ではなか
ったらしい。Oxford　University　Pressはアカデミックな詩人，なんらかの関わりを大学自身と持
つ詩人を出版している。
　一方MacmillanはW・B・Yeatsを初めとして，　Charles　Causley（バラットー’を多く創る），　R．　S．
Thomasといった詩人の作を出版したが，60年代の後半になってKevin　Crossley－Hollandの編集
のもとで扱う範囲を広げた。Crossley－Hollandは新しい詩の動向を感じ取ってそれを出版する内
容に結びつけていった。彼はまだ小出版社から一冊しか本を出しただけのAlan　Brownjohn（The
Group派の一人，社会主義詩人）と契約を結び，既にScorpion　Pressから本が出て多数の読者を
獲得していたGeorge　MacBethを引き入れた。他に，　Elizabeth　Jennings（The　Movement派の
カトリックの女流詩人）・Patricia　Beer，　Ruth　Fainlight，　Allan　Sillitoe，　Michael　Longley（北
アイルランドの詩人）などを加えて，Macmillan　Poetsというシリーズを創刊した。ところが数
年後，このシリーズは突然，廃刊になってしまった。今日では，MacmillanはCausleyとR．　S，
Thomasを擁するだけで寂しいかぎりである。
　John　MurrayはJohn　Betjemanの詩を出して成功した。詩集ばかりでなく，建築や地誌につい
てのBetjemanの本も出したが，他の詩人にまで手を広げようとしなかった。
　一社が単発で詩集を出すよりも，詩のシリーズとして目録に揃えたほうが，販売に相乗効果が産
まれるのは理の当然である。一人か二人，売れっ子詩人がいれば，それに釣られて他の詩人にも手
を出してみる読者はいるものである。だから，John　MurrayやMacmillanはみすみす投資のチャ
ンスを見逃しているとブースは非難するのである（British　Poetry　1964　to　1984，　p．62）。
　この種の事例には事欠かないようだが，日本と縁の深いEdmund　Blundenの例が引かれている
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のでご紹介しよう。（私のように若輩のものは，面識がないので，Blunden氏は歴史上の人物と感
じられます。敬称抜きを御了承下さい。）1962年，CollinsはBlundenのHong　Kong　Houseを
出版した。Blundenは1953～64年イギリス国立香港大学文学教授であったのだ。　Collinsは以前
1957年にPoem　of　Many】rearsも出していた。そのしばらく後で，　Blundenは長い海外生活を
終えてイギリスに帰国し，数々の栄誉を受けた。なかでも，オックスフォード大学の詩学教授に迎
えられたことがひときわ眼を引く。新しい詩集か全集を出すまたとない絶好の機会である。ところ
が，出なかったのだ。Blundenが1974年に亡くなり，その8年後になって，　Carcanet　Pressが選
集を出版したのである。
　それに対し，Secker＆Warburgは，党派性こそあるものの，まともに詩を出し続けている。
Macmillanの詩部門縮小の割りを喰った詩人達一例えば，　George　MacBethやAlan　Brown・
john一もひろいあげている。それで収益もあがっているのだ。
　1962年，ペイパーバックの詩集のシリーズPenguin　Modern　Poetsが創刊された。ペングィン
としては初めての現代詩への挑戦である。Lawrence　Durrell，　Elizabeth　Jennings，　R．　S．　Thomas
が第一弾である。当時詩集のほとんどは，高価なハード・カバーであったから，読者に廉価（当初
の価格は3シリング6ペンス，当時は1ポンド＝20シリング）で現代詩を提供するという興味深い
試みであった。この試みは成功し，PMPという略称で呼ばれ，　P　MP10などはthe　Liverpool
PoetsのBrian　Patten，　Adrian　Henri，　Roger　McGough（ポール・マッカートニーの弟マイケル
等と3人組のグループ‘The　Scaffold’を結成，トップ・テンに三度入った），の三人が含まれてお
り，7年問に8度増刷した。この巻は1967年発売であるが，3シリング6ペンスの定価は守られて
いる。シリーズ最終巻は1979年のPMP　27である。景気後退とともに，出版社は，原価計算係が
首を縦に振るものしか出版しなくなってきたのだ。Penguinはそれ以来，現代詩は原則としてアン
ソロジーしか出していない。
　かつては立派に詩の出版をしていたのに，撤退した会社をもう一つ挙げよう。Jonathan　Capeで
ある。Ted　Walker（自然の綿密な観察と，疎外された人間の孤立を歌う）を筆頭に，　Adrian　Henri，
Roger　McGough，　Adrian　Mitchellという顔触れだったが，今は縮小してしまっている。
　苦難の時代を持ち堪えている会社の一つは，Chatto＆Windusである。　C．　Day－Lewisに支え
られて，40人以上の詩人が出版目録に名を連ねている。George　Mackey　Brown（スコットランド
北方の故郷オークニー諸島の風物を描く），John　Cotton（Priapus　Pressの創始者），　Patric　Dic－
kinson，　John　Fuller，　P．　J．　Kavanagh（自然詩人），　Laurie　Lee，　Laurence　Lerner（南アフリカ出
身のユダヤ系イギリス人の批評家・詩人・小説家），James　Merrill（アメリカの知性派詩人），　Leslie
Norris（ウェールズの詩人），　Anneβexton（アメリカの女流詩人，‘confessional　poets’の一人），
Jon　Silkinなどである。ブースによれば（British　Poetry　1964　to　1984，　P．65），1970年代後半
にD．J．　Enright（The　Movement派の一人）の編集方針のもと起爆力に乏しくなったとのことで
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　　ここまでは，小出版社と詩人の関係が述べられたが，ここからは，小出版社が発行する小雑誌に
ついて見よう。
　1964年から1972年の間に，イギリスで600以上の詩専門か，絵画と詩，詩と文学を扱う小雑誌が
生まれたという。一号だけで消えたものや，いわゆる三号雑誌もある。ほんの一握りの雑誌だけが
まっとうな編集と経済的裏付けを得て，何年も発行し続けることができたのである。
　小雑誌の隆盛の原因は，小出版社が多数発生した理由と共通する点がある。新しい安価の印刷方
法である。コピー機を用いた雑誌から，オフセット印刷までで，活版印刷はほとんどなくなった。
　雑誌は二つに分類できる。1964年以前から存在しているものと，1964年以降に創刊されたもので
ある。
　どのようにして，小出版社は設立されるのだろうか。典型的な例を図式的に示すと次のようにな
る（British　Poetry　1964　to　1984，　PP・68～69）。まずある人が詩に興味を持つ。興味を持つきっ
かけは，学校の詩の授業だったり，ラジオの詩の朗読だったり，詩の朗読会に参加したり，詩を自
分で書き始めたりと様々だろう。自分の作品を書くだけで満足できなくなって，他人の詩を読んだ
り，他人と論じあったりしたくなる。こうして小雑誌が始まる。
　1960年代には，コヒ゜一機は中古なら安く簡単に個人で買うことが出来たし，1970年代なかばの石
油危機までは，紙は安かったのだ。
　未来の編集者は，装置で困ることはなかった。学生は，学生組合の機械を使った。
　印刷設備の利用のめどがたてば次に編集者のすることは，寄稿者を募ることだ。自分の聞いたり
読んだりした詩人に手紙を書いて，新作の依頼をすればよいのである。たいてい返事は来る。原稿
料はない。詩人はそのかわりに雑誌をもらうだけだ。
　寄稿者が，購読予約者を生む。ロコミで，これらの詩人がこれこれという新しい雑誌に書くそう
だ，と広まる。すると，注文がくるわけだ。
　しばらくすると，編集者が職を変えたり，経済的な理由，あるいは倦怠，はたまた煩わしい編集
の職務から逃げ出したくなるために，雑誌は消滅に至る。
　以上は大雑把な話しではあるが，典型的な例ということだ。
　具体的な雑誌を紹介しよう。ブースがイギリスの詩の動向を比較的反映していると考える四冊か
ら。その四冊とは・Poetry　Review・OutPosts，　Stand，　New　DeParturesだ。このうち最古参は，
Poetry　Soocietyの機関誌Poetry　Reviewである。1909年創刊。1964年から1982年の問に限って
も・編集者はDerek　Parker・Eric　Mottram，　Roger　Gar丘ttがいる。　Mottramは前衛的詩人を寄
稿させちょっとした騒ぎを巻き起こした。続くGar丘ttが振り子を反対方向へ振った。　Poetry　Re－
Vtewは新しい詩を全て紹介するわレナではなく，時噺しいものが，保守的なものに混じ。ている。
つまり，ある特定の流派を中心に出版がなされているように見えるのだ。
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のだ。Poetry」艶漉ωは最近変わってきた。若い詩人が書き，若い批評家が書評を書くようになっ
たのだが，かといって，先端的な雑誌にはなれず，中途半端な状態になってしまったのだ。
　OutPosts，　Stand，1＞伽1）eParturesの三誌は独自のやり方で文学を創り出してきた。数ある雑
誌の中でも大きな貢献を示したものと言ってよいだろう。
　Howard　SergeantがOuipostsの構想を練り始めたのが1943年の10月，第一号が出たのが1944
年2月のことである。第二次世界大戦の間は間歌的にしか発行されなかった。編集者の兵役と紙の
入手困難の為である。この時期の後は，季刊で続いている。判型は小さく，詩，詩の書評，幾つか
の広告からなり40ページほどである。sound　poemsやconcrete　poemsを除いては，偏りなくい
ろいろな詩が載る。発行部数は1800，文芸雑誌としては大きい方である。Seamus　Heaney，　Verson
Scannell，　Danniel　Abse（ウェールズ出身の詩人・劇作家・医師）は，第一詩集が出る前にこの雑
誌に載ったし，Anthony　Thwaite，　Kingsly　Amis，　Elizabeth　Jenningsはこの雑誌でデビューを
飾ったのである。さらに，Sergeantは寄稿者に小額とはいえ原稿料を払っているのだ。これは小
雑誌では珍しいことなのである。
　もうひとつの生き延びている雑誌はJon　Silkinの編集するStandである。経済的には予約講読
者と広告収入と編集者SilkinやKen　Smithにより支えられている。1952年の創刊以来，「新しい
詩や小説を原作あるいは翻訳で，また批評を通じて」読者に紹介している。Standの貢献は新しい
詩の一貫した基準を示していることにあろう。
　最後に1＞伽Departuresを紹介しよう。1959年の創刊より，詩人のMichael　Horovitzが編集
にあたってきた。彼自身jazz　poetの一人で，1980年代にはPoetry　Olympicsを組織した（後
述）。1＞’ew　DeParturesは季刊ではなく，出る時に出る。’23年間に14冊が出た。あまりに不定期な
ので予約講読者も広告も期待できず，Horovitzが自分で支えている。アメリカのビート詩人など
の影響を受けたperformance－poetryが載る。つまり，読むよりも朗読したほうが良い詩だ。他の
雑誌が載せないであろうものがほとんどである。
　上の三人の編集者は三様に自分の主義がある。Horovitzは口頭での伝達にこだわる詩の左翼で
あり，Silkinは知1生派の中道，　Sergeantは詩の保守主義者である。これら全てを含んだ雑誌が必
要であり，Poetry　Reviewがそうすべきなのだが，そうしていないというのがブースの不満である
（British　Poetry　1964　to　1984，　p．74）。詩の全体像を得るためには四誌すべてを読まねばならな
いのだ。なにしろ詩の動きは雑誌を通じて一番よく判るのだから。
　他にもいくつかの雑誌が生き延びた。Ambitは1959年の創刊，編集者はMartin　Baxで，　Arts
Councilの援助を受けている。一つの流派に偏っているが，　HockneyやSteadmanの美術作品を
詩の傍らに載せた点では成功レている。
　ところで，これら全ての詩が載る雑誌が一つあったのだ。Edwin　Morganの活字の大小・配列・
彩色に工夫を凝らしたヴィジュアル詩が，Peter　Porterのアカデミックな詩とともに載るし，そ
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の他にもGeorge　MacBeth，　Peter　Redgrove，　Fancis　Horovitz（Michael　Horovitzの夫人），さ
らにオランダ，ドイツ，フランス，東欧，北欧の詩の翻訳が加わる。絵画，視覚情報，抽象的作品，
伝統的な詩，実験的詩，散文詩など玉石混清いっしょくたた詰まっている。250ページの厚さ，そ
れがSecond　Aeonだ。
　Peter　FinchがSecond●Aeonを創刊したのは1966年で，この雑誌は1974年まで続く。ほぼ詩の
高揚期とブースが考える時期と重なっている。この雑誌は21号まで出たが，創刊号は謄写版で6ペ
ージという薄さ・発行部数100部であった。これがだんだん拡張して，最終号は268ページ，オ
フセット印刷であった。最初は編集者のFinchのポケット・マネーで遣り繰りしていたが，後に
Welsh　Arts　Councilが費用の45パーセントを補助し，好事家のCyril　Hodgesが45パーセントを
補助した。残りの10パーセントはFinchのポケット・マネーと広告と予約講読料k’ある。この全
方位を包括する編集方針はアメリカの雑誌1）ustbooksに示唆を受けたものであるという。雑誌と
並行して100冊以上のブックレットが発行された。
　Finchは数十ページにわたって小さな活字で編集後記を書いた。そこで彼は，小出版社の活動，
雑誌，ポスター，広告と入手したあらゆるものを列挙し，短いコメントを付けていったのだ。そう
することによって，詩の状況をレポートしつづけた，と言えよう。党派性を超えて，詩の世界の傭
鰍図を提供する人間が出たということだ。しかもFinchには既成の序列を組み換えてみたいという
意気があったことが，なおさらそれを興味深いものにしたのである。
　ところが大手の新聞やTimes　Literary　SupPlementなど既成の文壇からは，おしなべてSecond
Aeonは無視された。それはこの雑誌の企図した変化が嫌がられたためかも知れないし，イギリス
の詩・詩壇の自己中心性を攻撃したためかもしれない。
　Second　Aeonは前述のように，編集者FinchがWelsh　Arts　Councilに職を得たので，そこか
ら補助金を受けにくくなったのと・Cyril　Hodgesが死んだだめ廃刊に追い込まれた。　Hodgesの
援助は死後明らかにされた。Second　Aeonはもっとも高価なものでも一冊60ペンスで，たいてい
は25ペンスだったが，実際には経費は一冊につき1ポンドかかっていたのである。
　Second　Aeonが親分格ではあるが，他にも，他の雑誌が載せそうもない詩人を載せてこの時代
に貢献した雑誌があるので紹介しよう。
N・w・P・et・y誌は・1967年にVV・iter’・　VV・rk・h・pという名で創干Uされ，その後ur。rk、h。pと
改名し，さらにWorleshoP　New　Poetryと名を改め，1974年にNew　Poetryという名に落ち着い
た。というのは，1981年に廃刊になったので，もう名前は変わるはずがないのだ。それはNorman
Hiddenの詩研究会（poetry　workshop　sessions）から派生した。初期の頃はHiddenはPoetry
Societyの会長もつとめていた。
　New　Poetryは通常56ページの雑誌で，評価の定まった詩人も載るが，新人も載るし，子供の詩
のセクションを設けたのは他に例を見ないものである。驚くべきは発行部数だ。創刊号，約900
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部。これが1979年には9450部にはねあがっている。編集者のHiddenはこの社を本，ブックレット，
研究調査なども発行する一人前の会社にしたてあげた。しかも，補助金なしで，である。彼が1978
年に出版した調査の中に，現代イギリスの最良の詩人5人を尋ねるアンケートがあった。一位は
Ted　Hughes，二位Philip　Larkin，三位が意外なことにRobert　Gravesであった。解答者は336
人であって決して多くはないし，200人以上の詩人の名が挙がったとのことである。
　OasisはIan　Robinsonにより，1969年季刊誌として創刊された。前述のように，　Robinsonは
ロンドンの芸術大学の講師であったが，大学は最初の三号の費用をまかなってくれたし，その後も
紙代を負担し印刷機器を使わせてくれたのである。この供与は1976年に停止されたが，そのころに
は雑誌も軌道にのっていた。
　さらにマイナー雑誌をいくつか紹介する。
　Little　M70rd　Maehineは1972年にNick　Toczekが始めたが，11号と1冊の本を出し，ただい
ま休刊中である。その一冊の本とはMelanthileoである。これは当時唯一のカリブ海諸島の文学の
アンソロジーで，200ページ，Arts　Councilから1000ポンドの補助を受けた。この本はそれ以後
カリブ海文学の標準的テクストになっているという。雑誌の方は，あとの号になるとロックやポッ
プ音楽との連携を強めていった。
　ロンドンの東北約80キロの港町イプスウィッチでSamphireはKemble　WilliamsとMichael
Butlerの手によって生まれた。何年間かは成功し，詩人に原稿料を支払い，小出版社の本の書評
などを載せた。編集方針はOutPostsに近い。
　Palantirは詩人のJim　Burnsにより1974年に創刊されたが，　Oasisと同様の幸運に恵まれ，最
初はプレストン・ポリテクニック（科学技術専門学校）とNorth　West　Arts　Associationが費用を
負担してくれた。詩，短編小説，記事，書評がほどよく混じった構成である。編集者のJim　Burns
は以前にも1964年から1968年まで，Moveという雑誌を編集し，　Roy　Fisher，　Edwin　Morgan，　Gael
Turnbull（スコットランド出身の詩人・麻酔医），　Lee　Harwoodの作品を出版した。
　Bananasは詩の衰退期にかつをいれた。　Emma　Tenantが1978年に創刊し，1978年にAbigail
Mozleyに引き継がれ，1981年廃刊。インタヴュー，詩，小説，書評，美術作品が載るが，特定の
テーマを組むこともあった。例えば，15号はスペインとラテン・アメリカ特集，18号はドイツ，26
号はアイルランドといった具合だ。おわりのころは，Arts　Councilの補助金を受けており，その
額は20，000ポンドに及んだ。Ian　Hamilton編集の1＞2z〃Reviewはさらに多額の補助金を受けた
が，売れ行ぎはぱっとしなかった。
　ブースによれば，今必要なのは，あらゆる傾向の詩人を紹介する雑誌であり，Poetry　Reviewが
その役割を果たすべきだと，いう（British　Poetry　1964　to　1984，　P，84）。しかしその実現は困難だ
とも言うのだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
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　ここまで小出版社と小雑誌を紹介したが，1964年以来の詩の隆盛を支えたものの一つに詩の朗読
会がある。特に，これを広めるのに貢献したのは，ポップ詩人達であるのだが，ポップ詩人に対す
る評価の低いスウェイトなどは，朗読会は当たり前のことになってしまい衝撃はうすれたと言う
（Poetry　Today，　p．102）。そればかりか，詩人は朗読会に馴染むにつれて，朗読会向きの作品を書
くようになりがちになるという。つまり，耳で聞くだけで解るもの，極言すればテレビ・コマーシ
ャルのコピーのような作品になってしまいがちなのだ（Poetry　1945彦01980　ed．　by　Anthony
Thwaite　and　John　Mole，　P．　xiii）。　Peter　JonesとMichael　Schmidtなどは，朗読会を伝染病
に喩えている。70年代に詩人がどんどん教師になっていったこととならんで，詩に悪影響をもたら
したと言う。教師になれば，詩人は教室で論じやすい詩を書くようになるし，朗読会に出れば，朗
読会でうけるような文体・様式の詩を書くようになるというのだ。アメリカの詩人Robert　Lowell
の例を引いて，彼が朗読会のたびに詩を分かり易く書き直してしまうのだが，それが詩をより良い
ものにしている証拠はないのだと断を下している（British　Poetry　Since　1970　ed．　by　Peter
Jones　and　Michael　Schmidt，　p．　xxiii－xxiv）。ところが，ブースの場合は前述のように，人々に
理解されればされるほど良い詩であるという考えをもっているから，分かり易い詩を書くようにな
るということは’、少しもマイナスではないのである。
　話を朗読会に戻そう。もともと詩人が自作を公衆の面前で読むという機会は少なかった。1920年
代には，Edith　Sitwellが自作の詩に曲をつけて（William　Walton作曲）パフォーマンスを行っ
たが，それは例外的・単発的な行為であった。その後ではDylan　Thomasの朗読会が名高い。彼
は劇場で，裕福な人々や学者を相手に朗読した。これが1950年代前半。
　詩の朗読が増えた第一の契機は，大学で詩の活動が盛んになり，その担い手が実社会に入ってか
らも活動を続けたことだ。その中で最も知られているのがThe　Group派の研究会である。つまり，
詩人どうしのあいだで詩を読み，批判しあう会が出来たのだ。
　The　Groupは1955年ころケンブリッジでPhilip　Hobsbaumのまわりに仲間が集まって出来た
ものだ。卒業から1959年まで，Hobsbaumはロンドンで仲間の長を勤めた。1959年から1965年まで
は，Edward　Lucie－Smithが長を引き継ぎ，チェルシーの彼のアパートで会合が開かれた。1965
年からは，Martin　Bel1が率いて名前をPoet’s　WorkshoPと変えた。　The　Groupの時代には週
一回の会合を持ち，Poet’s　WorkshoPとなってからは二週に一回の会合を持った。
　会合はきちんと組織化されていた。一人の詩人の作品がコピーで前回か当日に全員に配付される。
詩人は会の参加者の前で朗読し，参加者は遠慮会釈なく批判する。作者自身はコメントすることを
許されない。酒類も会の間は禁止。この会出身の詩人には，Peter　Porter，　Martin　Bell，　Alan
Brownjohn，　George　MacBeth，　Peter　Redgrove等がいる。
　こうして実際に声を出して自作を読んだり，他の詩人の朗読を聞いたりすることは，詩人に口諦
という詩の根本を意識させたであろう。口諦性はこれまで，無視されがちであったのだ。
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　朗読ヘエネルギーを吹き込んだ第二の契機は，BBC放送である。ラジオと詩の結びつきは50年
以上になる。それが，1950年代後半から70年代前半にかけて飛躍を遂げたのである。
　何人ものプロデ＝一サーがいたが，ラジオを通じて詩を広めようという意気込みに燃えて実行に
あたったのはGeorge　MacBethである。彼はオックスフォード大学を出てすぐ1955年BBCに入
った。数年後，New　．Commentという週末の芸術番組をプロデュースするようになった。このシ
リーズは6年続いた。その後，The　Poet’s　Voiceという詩の番組を担当した。この番組は1957年
にDonald　Carne－Rossが始め，1959年にMacBethが引き継いだが，　Poetry　Nowと名を変え，
詩の番組で最もよく知られるものとなった。MacBethが1976年にBBCを辞めるまで，これは彼
の番組だったし，彼は他にも詩の特別番組（例えば，Ted　Hughes自身の朗読による詩集Crow
の全放送）を担当した。
　Poetry　Nowは30分の番組で，内容については作品の水準の高さだけが問題とされた。個々の詩
人はMacBethの懇切丁寧な指導のもと，自作を朗読する。番組には，新しい詩についてのインタ
ヴューや書評のコーナーがあった。こうして5，6入の詩人の新しい詩が紹介されていくのだ。
MacBethが“つの党派に偏らないのも良いことであった。絶頂期には，50，000人以上の聴取者が
いたと推定されている。
　放送に関して遺憾なのはテレビが殆ど詩をとりあげようとしないことだ（British　Poetry　1964
to　1984，　P・91）。貴重な例外として，1970年代前半に，　Seamus　Heaneyの詩のドキユメンタリ＿
番組がつくられ素晴らしい出来映えだったそうだ。しかしそれは単発で終わってしまった。
　こうして・詩の朗読は人気が高まっていった。朗読会の聴衆は，インテリや上流人士だけでなく，
普通の人が参加するようになった。つまり，朗読会は一種のエンターテイメントになったのである。
　朗読会は二種類に分かれていった。一つは補助金が出るもので，文学祭や大きな催しに於けるそ
れだ。Cheltenham　Festival，　Stroud　Festival，　Edinburgh　FestivalやRoyal　Festival　Hall，
QueenElizabeth　Hal1では巨大な詩の催しが行われた。数千人がRoyal　Festival　Hallに行き，
今でもCheltenham（ロンドンの西約100キロ）やIlkleyのフェスティヴァルには数百人が出かけ
るという。イギリスの基準でいえばこれは多人数だ。ソ連ではもっと大勢が詩の朗読会に集まると
いうし，アメリカでは万単位の人の前で詩人は朗読をするのだ。
　この大きな朗読会と切り話せないのが文学祭だ。二つの文学祭を紹介しよう。
　一つはYorkshireのIlkleyという辺鄙な町のもの。車でしか行きようがないという。朗読，会
議，講義などからなる祭りで，今や主要な文学祭の仲間入りだ。
　もう一つはケンブリッジのもの。しかしその前にケンブリッジのフェスティヴァルに刺激を与え
た1969年のRoyal　Festival　Hallでの朗読会‘Poetry　Gala’について。三週間，ポスター詩，機械
詩，詩の雑誌原稿，レコード解説，本の表紙などの展覧会があり，その頂点に詩のリサイタルが
あった・出場者は・Basil　Bunting・Ted　Hughes，　Christopher　Logue，　Hugh　MacDiarmid（ス
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コットランド詩人，スコットランド国民党の設立に加わるが後に追放され，共産党に入る），Brian
Patten，　Tom　Pickard（Underground　Poetの一人），　William　Plomer（南アフリカ出身，1926～
1929年日本で教鞭をとる，Benjamin　Britten作曲の（）arlew　River（能のr隅田川』の翻案）の
台本を書いた），Stevie　Smith（女流詩人・小説家，挿絵も自分で描く），それに健康状態が許せば
Ezra　Poundも来るはずであった。これは素晴らしい成功をおさめた。この時が一つの詩のピーク
だったとブースは見る（British　Poetry　1964彦01984，　P．94）。これに似た催しは1972年にもう一
度あった。
　Richard　Burnsケンブリッジで教師をしている詩人だった。この男がCambridge　Poetry　Fes
tiva1を夢み，実現し，それを国際的に重要な催しの一つにしてしまったのである。彼が考えたの
はPoetry　Galaのような朗読会ではなくて，もっと包括的なものだった。
　彼が案を練り始めたのは1970年代はじめ，実現にとりかかったのが1975年。彼はまず誰彼となく
相談し助言を求めた。それからCambridge　Poetry　Festival　Societyという実行委員会をつくり，
金銭的に援助してくれる人を捜した。芸術のパトロン，ケンブリッジのカレッジ，出版社，書店，
ケンブリッジ市議会，大企業，シェリー輸入業者，新聞，arts　councils，桂冠詩人に外国大使館。
大使館のおかげで，外国の詩人を参加者として招きやすくなった。
　金銭面の目処がつくと，Burnsらは朗読会，展示会，講義，映画，コンクール，シンポジウム，
本雑誌の展示即売などを計画した。有効期間が一日のチケットや催し毎のチケット，シーズン・チ
ケットも発売された。プログラムが企画，印刷され，出版関係から広告料を得る。朗読会のメンバ
ーは，国際的である。Roberto　Sanesi（イタリア），　Ted　Hughes，　Miroslav　Holub（チェコスロヴ
ァキア），Jon　Silkin，　Charles　Tomlinson，　Nathaniel　Tarn（イギリスの詩人・文化人類学者），
Chinua　Achebe（ナイジェリア），　Rolf　Dieter　Brinkman（ドイツ），　John　Ashbery（アメリカの
詩人，ダダ，シュールレアリスムの影響を受ける），Lee　Harwood，　Roy　Fisher，　David　Gascoyne，
Takis　Sinopoulos（ギリシア），　Elaine　Feinstein，　Peter　Dale，　Sorley　Macleanなどなど。フェ
スティヴァルは1975年の春，六日間にわたって開催された。大成功だった。少々赤字になったが，
テレビのニュースになり，ラジオも特別番組を組んだ。
　この文学祭は二年に一度，Burnsが引退したあとも続いている。1977年にはRobert　Creeley，
Robert　Duncanらアメリカの詩人，　Seamus　Heaney，　Geoffrey　Hillも参加している。1979年に
はAllen　Ginsberg，　Hans　Magnus　Enzensberger（ドイツの詩人・批評家），　Kenneth　Koch（シ
ュールレアリスティックな詩を書くアメリカの詩人）などが加わった。1981年にはAntony　Hecht
（アメリカのユダヤ系詩人），Stanley　Kunitz（アメリカのユダヤ系詩人），　Ed　Dorn，　George　Bar－
ker（1939年東北帝大で教鞭をとった，　neo－Romanticな詩人），　W．　S．　Graham（スコットランドの
詩人）・Brathwaite（中米バル・ぐドスの詩人，ジャズのリズムを駆使して歌う）などが参加した。
　他の朗読会が催された代表的な場所には，次のようなところがある。The　Poetry　Society／Na・
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tional　Poetry　CentreはロンドンのEarl’s　Court　Squareにあり，聴衆の数は35から数百。　Oxford
にはThe　Oxford　Fire　Stationという消防署の跡に出来た会と，　Oxford　University　Poetry　So－
cietyという二つの会が朗読会を催した。後者の開催場所はカレッジかパブで，その他にOxford
University　Poetry　Festivalの時にはホールを借りたし，　Oxford　Unionのdebeting　hallで行わ
れることもあった。
　このように大学構内で朗読会が催されることは多かったのである。
　またロンドンにはJurian　Nangleという詩人の経営するWords　Etceteraという書店があり，
1976年ころの約一年そこの地下室で，朗読会があった。
　Nottingham　Poetry　Societyは長年にわたって朗読会を開いている。
　地方の詩協会というものが，1960年代後半には花盛りで，これらも朗読会を催した。
　変った所では，ロンドンのテムズ河沿いのSmith　SquareにSt　John’sという教会があったが，
これがart　centreに変身した。そこには何故かバー兼レストランが出来て，ランチタイムの朗読
会が行われた。
　HertfordshireのBerkhamstead図書館は，詩人のJohn　Cottonがお膳立てした素晴らしい朗
読会を何度か開いた。が，残念なことに一般には図書館が詩の朗読会を開くのは大変珍らしいこと
なのである。
　パブでの朗読会も昔からある。うまくいっているものの一つにAlan　Harrisの組織するTod・
dington　Poetryがある。　Tottingtonはロンドンの北に位置する村でロンドンのベッドタウンの一
つとなっている。聴衆は60を上回る。
　MatchlightはEileen　Warrenという女性が組織したサークルで，ロンドンのHolland　Park
のOrangeryで朗読会が行われた。
　近年盛んになってきた詩の催しの一つは，詩のコンクールとその放映である。1980年，Arvon
財団とオブザーバー紙とLondon　Weekend　Televisionの共催でコンクールが催され，一等には
5，000ポンドが授与された。1983年には，Arvon財団は，オークションで有名なササビーと共催で
このような催しを開いた。
　1980年にはHorovitzの呼びかけで，詩のオリンピックが開催された。それはウェストミンスタ
ー寺院のPoet’s　Cornerではじまり，　Stephen　Spender，　Anne　Stevensonらの朗読会が続いた。
人選が恣意的で聴衆を戸惑わせることもあったが，大新聞に取り上げられ，詩人達にとって刺激に
なったと言えよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　以上が，マーチン・ブースのBritish　Poetry　1964　to　1984の第一部の要約に相当する。もち
ろん，ブースの意見は相当けずり，註を新たに加え，僕の意見も加えているから，要約のための要
約とは類を異にする。ただ，何故かなり忠実に，この「あらっぽい」書きっぷりのブースの本をな
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そっていったかというと，前にも述べたように，詩壇の事情を小出版社と関係づけて書いてあって
便利だと考えたからである。特に，出版社については，これだけまとめて評価も加えて書いたもの
は珍しい。
　何故出版社や編集者は詩人を論じる際にこうも論じられないのか。出版社は本来黒子のようなも
ので論じられなくて当然と思う人もあるかもしれない。しかし，詩の場合は一般とは別で，商業ベ
ースでことが運んでいないから，詩人と出版社・編集者の関係はより密であることも多い。にもか
かわらず，詩人と出版社を切り離して論じることが圧倒的に多い理由の一っは，ロマン派的な創作
観にわれわれがまだ浸っているからではないかと，僕は考える。つまり，詩を書くのは，あくまで
も，詩人という個人・主体である，という考えだ。詩人を取り囲むさまざまなメカニズムは単なる
背景として従属的要素とされてしまいがちなのである。詩人をとりまくメカニズムの一つが出版社
や編集者，さらにはそれを補助するArts　Councilやパトロン達ということになる。こういう人・
組織なくして詩の世界が成り立たないのは明らかだが，それがどの程度に詩人の発想・感性・修辞
などにまで影響をおよぼしているか，ということを個々の詩人を論ずる際に考慮に入れてもよいと
思うのだが，それはまだまだ未開拓の領域であるように見受けられる。
　詩のテクストを表出するのが，作者であれ，語り手であれ，はたまた暗黙の作者（implied　au－
thor）であれ，詩を書くのが，物理的には詩人であることは明らかだ。しかし，かくかくしかじか
の詩を書かせるのは，全く詩人自身の力・インスピレーションによることだとは言えない。言葉と
いうものの性質上，時代や自分の属する共同体と様々な価値観や感性を否応なしに共有させられて
しまうし，もっと微妙な点についても，案外時代の制約・影響は大きいものだ。詩を発表する機会
や，掲載する媒体も詩人の書き手としての意識に働きかけるものではなかろうか。
　こういった制約・影響を突き破るのがメジャーな詩人かも知れない。が，マイナーな詩人を丹念に
読むのもまた楽しい。ある編集者・雑誌を中心に群れたり離れたりしているイギリスの詩人達はメ
ジャーではないかもしれないが，同時代の人間だけにより親密さを感じることもまた多いのである。
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註1
　Arts　Council　of　Great　Britain（英国芸術協議会）は，政府機関である芸術図書館庁（Office　of　Arts
and　Libraries）の所轄の特殊法人である。　Arts　Councilの財源は，芸術図書館庁からの補助金であるが，
独立の法人として，その運営は独立性を大幅に認められている。Arts　Counci1は，1946年に設立され，1200
以上の芸術・文化団体に補助を行っている。補助の主な配分は次の通り。
分　　野
演 劇
音 楽
舞 踊
地域芸術協会
スコットランド芸術協議会
ウェールズ芸術協議会
そ　　の　　他
比　率
19％
17％
8％
20％
10％
6％
20％
　スコットランド芸術協議会とウェールズ協議会は，Arts　Councilの専門委員会のひとつであるが，予算’
の配分に自由裁量を認められている。地域芸術協会は，地方の活動を振興するための組織で主にイングラン
ドにある（以上の説明と上の表は文化庁の『わが国の文化と文化行政』（ぎょうせい）68～73ページに拠っ
た）。これからもお判りのように，Arts　Councilの活動は決して文学が中心では無いし，ましてや詩が中心
でないのは明らかだが，詩を出版する小出版社の中にはArts　Counci1からの補助金の恩恵をこうむってい
るものが少なくはない。
